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プリミティブ



3KDDI Agile Development Center Corporation 

MCPはツールが主要機能ですが、他にも機能があります

MCPの主要機能（プリミティブ）

https://modelcontextprotocol.io/clients

• リソース

• プロンプト

• ツール
（とはいえ、ほとんどツール利⽤⽤途でMCPを使っている）

（規格はあるけど実装は進んでいないもの）

• サンプリング

• ルート
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リソースはLLMの知識拡張に使う読み取り専⽤オブジェクト

MCPの主要機能（プリミティブ）

よくMCPで表現される図はリソースを

指していそうな図

（厳密にはリソースだけじゃないですが…）

これが、MCP = RAGと⾔われてしまう所以

次のようなURIで表現される

note:// hogehoge/text.md

Schema Contents https://modelcontextprotocol.io/introduction#general-architecture
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プロンプトは⽤意されたプロンプトテンプレートを提供

MCPの主要機能（プリミティブ）

プロンプトに埋める内容を⼊⼒ 完成版の”プロンプト”が完成利⽤するプロンプトを指定する

【ユースケース】
プロンプトエンジニアリング難しいユーザーへの補助として。

アプリ: AWSブログレベル判定くんとか︖
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サンプリング・ルートは現時点サポートされているMCPホストが皆無
今後のサポートに期待しましょう︕

MCPの主要機能（プリミティブ）

サンプリング ルート

MCPサーバー上で
LLMによる推論

(Sampling)を実施
できる

MCPホスト上の
アクセス可能な領域を指⽰

（タグ付けもする）
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おまけ ツールのシーケンス

tools/listという利⽤できるツールの⼀覧をMCPサーバーが返すことで、
実際の質問の際に適当なツール呼び出し（そのパラメータ含め）ができる

MCPホストによってタイミングは異なるが、
事前にどのツールが使えるかLLMに渡している
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通信⽅式
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ローカルでMCPホストとサーバーと通信する⽅法が有名ですが、
リモートのサーバーと通信する⽅法もあります

通信⽅式

PC

MCPホスト(Claude Desktopとか)

MCPクライアント

MCPクライアント

MCPサーバー（ローカル）

MCPサーバー（リモート）

STDIO

HTTP + SSE

Streamable
HTTP

ローカルの場合、標準⼊出⼒を使った通信。

リモートの場合、HTTP + SSE(Server Sent Event)が
⽤意されてましたが、新⽅式としてStreamable HTTPへの
置き換えが進んでいます。

【TIPS】

SSEはLLMのストリーミングを
実現する技術です

Streamable HTTPは、HTTP
ベースで動きつつ、必要に応じ
てSSEも使う、というものです
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ローカルMCPサーバーはLanguage Server Protocolを
想像してもらうとイメージつくかもです。

おまけ（LSP）

ようは、様々なエディターで使える共通の補完機能
サーバーとはいいつつ、実体は、エディターと通信可能な
ローカルプロセス。

ローカルMCPサーバーもまさにこの仕組みに似ている。
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SSEの場合はResponseが”text/event-stream”となる
Streamable HTTPは基本がHTTPで場合によってはSSEも使える

おまけ（SSEの話）

SSEの課題
- 復帰がしにくい。（これはAIエージェントでも同じ）
- リソース効率が悪い
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リモートMCPサーバーの場合、認証認可の仕組みが必要になります。
最近、OAuth2.1を使う規格が定まってきました。

通信⽅式

【かいつまんでポイント】

- ユーザー認証・同意を求める画⾯が出てきます
- GoogleとかのOauthを想像いただければ

- codeからアクセストークンを発⾏します

- 場合によってはリフレッシュトークンの発⾏も
必要です

- これとは別に、MCPサーバー接続先のサービス
の認証認可も取る必要があり、トークンのマッ
ピングが必要になります

https://auth0.com/blog/an-introduction-to-mcp-and-authorization/

組み込みセキュリティベースライン(PKCE)
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MCPサーバーを作るには︖
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Python・NodeであればFastMCPが便利ですが、公式から出ているSDKも使えます

MCPサーバーを作るには︖

なんの価値もないですが、テキストをこだまする

MCPサーバーならたった数⾏で実装できます。

公式のSDKで作ったサンプル↓

https://github.com/tubone24/midi-mcp-server
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もっと詳しく勉強したい場合
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もっと詳しく勉強したい場合

• まずは公式Docを読み込むことをおすすめします︕
◦ https://modelcontextprotocol.io/introduction

• ⾃分で作ってみることも習得に繋がります。
◦ MCPはあくまでも規格なので、利⽤しないような機能も多く定義されており、実装のほうがシンプルなパターン

が多いです
◦ ローカル実装がハードルが低いです

• インスペクターを使ってみる
◦ 実装したMCPサーバーのIN/OUTを⾒ることができるので、理解が進みます。
◦ npx @modelcontextprotocol/inspector node build/index.js arg1 arg2

• schema.jsonを眺める
◦ https://github.com/modelcontextprotocol/modelcontextprotocol/blob/main/schema/2025-03-
26/schema.json

◦ ⼀応MCPで定められている通信規格が全量定義されている
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